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夏になると、桜野町では地域の人たちが集まり、毎年恒例の夏祭りを開きます。地域

では親しみを込めて「おとよ祭り」と呼ばれてきました。

会場には子ども向けの遊びや地域の屋台が並び、日が暮れるころには提灯に明かりが

ともります。太鼓の音が響き始めると、やぐらの周りに少しずつ人の輪ができます。

今月号では、祭り当日の様子と、開催までの準備を支える人たちを紹介します。

1地域の人が並べる屋台

会場には、焼きそば、飲み物、かき氷な

どの屋台が並びます。

地域の店や団体が協力して準備を行い、

当日は交代しながら調理や販売を担当し

ます。普段は別の仕事をしている人が、

祭りの日だけ屋台に立つこともあります。

屋台の前では、商品を受け取る短い時間

にも会話が生まれます。しばらく会って

いなかった人と再会したり、子どもの成

長を喜んだりする光景も見られます。

食べ物や飲み物を持って会場を歩く際は、

ほかの来場者とぶつからないように気を

つけてください。食べ終わった容器は、

会場内の分別表示に従って捨てましょう。
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２日暮れから始まる盆踊り

空が暗くなり始めると、会場の提灯に

明かりがともります。太鼓の音が聞こ

えると、やぐらの周りへ人が集まり、

盆踊りが始まります。

踊りに決まった参加方法はありませ

ん。輪の中に入って踊る人もいれば、

少し離れた場所から眺める人もいま

す。振り付けが分からなくても、周り

の人の動きを見ながら少しずつ合わせ

られます。

踊りの輪には、毎年参加している人だ

けでなく、初めて会場を訪れた人も加

わります。子どもから大人までが同じ

音楽に合わせて過ごす時間は、夏祭り

の大きな見どころです。

３変わったことと、
　　受け継がれていること

昔の記録には、季節の節目に地域の人たちが

集まり、行事の準備をした様子が残されてい

ます。

当時と現在では、会場の形や催しの内容、使

われる道具が異なります。安全に配慮するた

めの案内や、暑さへの対策も増えました。

一方で、地域の人が協力して準備を行い、子

どもから大人までが一緒に夏の一日を過ごす

ことは、現在まで受け継がれています。

行事の形は、暮らしに合わせて少しずつ変化

します。まったく同じ形を残すのではなく、

その時代に参加する人が続けやすい方法を考

えることも、地域の行事を次の世代へつなぐ

ために必要です。
▼記事作成時の参考資料

この記事の作成にあたり、市立図書館などに所蔵されている次の地域資料を参照しました。

■  久世野の年中行事

■  桜野町郷土記録

■  桜野村歳時記
所蔵状況や閲覧方法については、久世野市立図書館へお問い合わせください。

※市公式HPに掲載されているものもあります。検索もご利用ください。


